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「あなたがわたしと共にいるようにしてくださった女が、木から取って与えたので、食べました」：神がアダムに問いかけられたのは、アダムから罪の告白と悔い改めの言葉を聞きたいと願われたからである。しかし、アダムは正直に自分の犯した罪を告白するのではなく、罪を犯すようになった経緯を語ることで自己の責任を回避し、さらには神が与えて下さった女であるエバに責任を転嫁した。
「何ということをしたのか」：神がエバに語りかけられた最初の言葉であるが、ここにも神がエバに罪を自覚させ、悔い改めに導こうとされる恵みの招きがある。神が「何ということをしたのか」と問われたのは、エバに禁断の果実を食べたことがいかに重大な罪であるかを思い起こさせるためであって、エバを断罪し、懲罰するための審判の言葉ではない。神の御言葉はすべてを愛で一つに結び合わせるために語られるものであり、すべてが愛の招きなのである。
「蛇がだましたので、食べてしまいしました」：エバも自分の罪を蛇に転嫁し、自分は蛇にだまされた被害者であると訴えている。蛇の言葉に聞き従うことでアダムとエバは自己の責任を他者に転嫁するようになり、神の愛の招きが見えなくなってしまった。
＊罪を犯すことでアダムとエバは恐れを抱くようになっただけでなく、罪に対しては自己を正当化し、責任を転嫁するようになった。罪は私たちを神を恐れる臆病者にし、自己を正当化し、責任を転嫁する卑怯者にし、さらには罪の責任を神に帰するほどに横柄な者に変えてしまうのである。ここに罪人の本性がある。
【神がアダムとエバに願われた信仰（信頼）】
　神と人間との愛の関係は信頼に基づいたものであり、信頼があるからこそ、神の御言葉に対する信仰は確立される。神が与えられた御言葉はすべてアダムとエバを幸いに導くものであるが、その御言葉に込められた神の心情をアダムとエバは完全に知ることはできなかった。しかし、アダムとエバが神に対して絶対信頼しているならば、神が与えられた御言葉の意味をすべて理解していなくても、神が語られたというだけの理由で絶対的に従うことができたはずである。神は御言葉の真意をすべて理解することを願われていたのではなく、ただそれが神の御言葉であるという理由だけで信頼し、それに聞き従うことを願われたのである。そして、そのように神と共に生きること、神と共に歩むことこそ、真の信仰なのである。
